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書評

　これは通常の手術書とはまった

く異なる，加藤晴朗先生の歴戦記

ともいえる書である。

　昨今は腹腔鏡手術の頻度が増

え，手術前後の予習・復習は自分

やほかの術者の動画を利用される

先生方が多いと思う。加藤先生自

身も動画による予習・復習の効果

を大いに認めておられる。一方，

本書はすべて開放手術に関する加

藤先生の豊富なイメージ図により

構成されている。もちろん動画と

はまったく異なる教材であるが，

手術がいくつかの場面に切り分け

られ，設計図を見ているような心

持ちにさせられる。

　加藤先生は，術者は手順に沿っ

た場面ごとのイメージ図を徹底的

に暗記して手術に臨むべきだと述

べておられる。このような考え方

は，漫然と開放手術をしていた時

代よりも，腹腔鏡手術の時代に

なってむしろ意識されるように

なったコンセプトではないだろう

か。要するに 1 つひとつの作業に

けりをつけて前へ進むやり方であ

る。

　多くの手術書は標準的な解剖学

的事項に基づいた，最もスムーズ

に進行した手術を想定したイラス

トと記述で構成されている。個々

の症例でのバリエーションや障害

は各自が臨機応変な対処を行いな

さい，といういわば総論を提示し，

各論は読者にお任せするスタンス

である。本書はそれとはまったく

逆の切り口になっていて，全編こ

れ各論，という編集スタイルであ

る。これを単なる症例の記録では

ないかと批判される方もおられる

かもしれない。しかし，私はそう

は思わない。ある程度の経験を積

んだ指導医クラスの先生方にも読

み応えがあり，刺激的な手術書で

ある。開放手術に対してあらため

て意欲をかき立てられる内容とい

える。1 つひとつのイメージ図は

プロの画家に依頼された妙にリア

ルなものとは異なり，どこか Dr. 

Blandy の手術書に通じる線描画

である。各臓器には元々輪郭はな

いのであるが，加藤先生の経験と

自信に裏付けされた線で区切りや

仕分けがなされている。

　元々前作が発刊されたときには

第 2 集は予定されていなかった

ため，初回本では第 1 集とは命名

されていなかった。あまりに評判

が高く，なおかつ加藤先生の飽く

なき挑戦心と職人魂により次々と

イメージ図が集積され，とうとう

今回の第 2 集の発刊に至ったよ

うである。第 1 集と膀胱全摘や前

立腺全摘などのテーマは重複して

いるが，中身は少しずつ異なって

いて，加藤先生自身の経験の蓄積

も垣間みられる。また，第 2 集で

は腎部分切除術にかなりのページ

数があてられており，大変参考に

なる記述が満載である。折りしも

腎癌における部分切除の適応拡大

が叫ばれている中，第 2 集の目玉

ともいえる部分である。それら以

外にも膀胱腟瘻や尿道断裂の手術

など，各術者がそれほど多く経験

できない困難手術にも紙面が割か

れていて大変参考になる。

　困難な手術を終えられた直後

に，一心不乱になって手術を回想

し，1 つひとつ記録にとどめてこ

られた加藤先生の姿勢には脱帽す

るほかない。伊能忠敬の日本全土

の地図作成に匹敵する根気と「図

脳」力である。第 3 集，第 4 集が

待望される。
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